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＜連絡事項＞
・11月1日（水）より、今まで薬局から払い出していた以下の医療材料について、発注方法をオーダリングシステムに変更し、庶務チームで払い出すようにします。

　・KENZガーゼ　タイプⅠ　10ｍ
　・KENZ脱脂綿　500ｇ
　・SVセットCタイプ
　・SVセットDタイプ
　・Uテストビジュアル10
　・シリンジ2.5ml
　・シリンジ5ml針なし
　・シリンジ1ml
　・シリンジ10ml
　・シリンジ20ml針なし
　・ハイラテ
　・注射針ネオラス　各種
　・輸液セット　各種

＜患者様連絡事項＞
・高橋　伸治様～昨日２重投薬した分の薬(夕食後薬１日分)処方してもらっています。

・工藤　綾子様～昨日、日赤受診していますがオキシコドン(５)２CAP→(20)１CAPへ変更となっています。退院は11/2 11:30日赤HPへ転院となります。お薬手帳が紙カルテに挟んでいるので退院時渡してください。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～妄想に左右された言動は無く日課支障なく行う事出来ています。引き続き精神症状や日中の活動状況の観察をしていきましょう。

・松永　勘五郎様～腹部の発赤は持続しています。プログラムには声掛けにて参加する事出来ており、余暇は自室にて穏やかに過ごしています。引き続き精神症状や皮膚状態の観察をしていきましょう。
・船田　泰子様～9：45疼痛に関し訴えある為、継続指示のリスペリドンを内服しています。物のやり取りや、疼痛の有無、睡眠状態に注意し観察・評価を行って行きましょう。
・夏坂　浩美様～幻聴の訴えは無く余暇は穏やかに自室にて臥床され過ごされています。
プログラムへの拒否は無く参加すること出来ています。
・工藤　綾子様～疼痛に関する言動は無く自制内で経過していましたが15：30腹部の疼痛訴え継続指示のオキノーム（10）1P内服。内服後、前傾姿勢で喫煙室へ移動しています。本人、呼吸苦あること話していますが酸素飽和度93％異常なし。食事は朝ヨーグルトのみ、昼数口のみ摂取されています。引き続き身体症状に注意し観察行って行きましょう。
・原子内　光久様～飲酒に関する言動や、身体不調の訴えは無く経過しています。病棟について「静かです」と穏やかに話されています。
・長谷川　陽一様～他者への接触、ニヤツキ、独語、落ち着きのなさ見られています。他者トラブルに注意し精神症状の観察・評価を行って行きましょう。
・大光　雄人様～本日朝、昼ともに1/2摂取。摂取後や飲水後胃部不快感、胃痛があるとの事。症状が出現した原因についた以前よく相談し慕っていた患者様（Y,Y様）がいなくなった事で話す相手がいなくなり自分の居場所がなくなったように思う事を話している。日課、プログラム以外は自室で臥床して過ごし表情の冴えなさ見られています。引き続き精神症状、身体症状観察していきましょう。
